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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   
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県本部第２７回定期大会の案内 

と き １０月２６日（日）１０時～1４時 

ところ サンライフ秋田（秋田市八橋）2 階大研修室 

 

県本部大会は支部、分会ごとの代議員と役員で構成し

ます。各支部・分会には、後ほど案内を送りますので、代

議員の参加組織をお願いします。 

参加者には、昼食弁当を用意します。 

最低賃金 過去最高の時給１０３１円へ 

時給８０円引き上げ  
しかし来年３月３１日～ 

 現在、最低賃金が全国最下位となっている秋田県、時

給９５１円です。 

このほど秋田地方最賃審議会は、中央最賃審議会の目

安額に１６円上乗せして８０円の引き上げの答申を秋田労

働局長に行いました。しかし、発効日を今年度の最終日、

３月３１日とする暴挙に出ました。これがまかり通ると最賃

額全国最下位は、３月３１日まで継続することになります。

多くの都道府県では今年の１２月１日前に改定額が発効し

ますが、来年以降発効するのは秋田県と群馬県（３月１

日）、大分県（１月１日）の３県だけです。（９月５日現在） 

 秋田労働局の発表によると、最賃引き上げの影響を受

ける県内労働者数は４万６千人と言われています。秋田県

の最賃がおよそ半年にわたって全国最低の 951 円のまま

据え置かれることは、最賃及びそれに近い金額で働いて

いる労働者やこの秋に最賃の引き上げと連動して賃金改

定を控えていた労働者に冷や水を浴びせ、苦労を続けさ

せるものであり、とても容認できません。 

 

したがって、秋田県本部は県労連らとともに９月８日、秋

田労働局長に対して異議申出をおこないます。 

 

８月３０日～３１日の２日間、群馬県で建交労第２７回定期大

会が開かれました。猛烈な暑さの中での開催となりましたが、

傍聴者をふくめ１３０人余が参加しました。（写真は団結がんば

ろう） 

大会会場の最寄り駅では温度計が３６．５℃を指していまし

た。秋田県からは、県本部の工藤副委員長と田中書記長が参

加しました。提案された方針・予算などは、賛成多数で採択さ

れました。 

機関紙コンクールでは、秋田県本

部の「なかま」が優秀賞、東北ダンプ

支部の「東北ダンプが「審査員特別

賞」を受賞しました。また、大会参加

者の投票による写真コンクールで、

田中書記長の写真が優秀賞に選ば

れました。 
 

建交労の真価を発揮し、職場・地域で影

響力を高め、組織を拡大強化しよう 

…建交労第２７回定期大会ひらく… 

 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

    

   

  

 

 

 

  

   

  

 

 

  

    

  

   

【前回の答え】熱中症（ネッチュウショウ） 

 応募者 2 名、正解者 2 名でした。 

福岡県本部田川支部の原田節生さんに１，０００円の図書カードを

送ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。 

正解者の中から１名の方に１，０００円の図書カードを贈ります。そ

の際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会名を忘れずに

書いてください。初めての方の投稿大歓迎。 

応募のしめ切り⇒9 月２５日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇ィ〇〇〇〇…介護 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 

 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1 丁目 2 番 29 号 

               Fax.018-823-7751      

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 

      

NO.590 

 

カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】①放出された——

米 ②他山の〇〇 ③籐を編ん

で作ったイス ④せいては——

を仕損じる ⑥損失 ⑧バイト

先の昼食の——がおいしい ⑪

50 の——を越す ⑬ハッカ ⑭

——同文 ⑮師匠の対 

【ヨコのカギ】①極めて細かい ③病の——につく ⑤玄人の対 

⑦目のふちに——ができる ⑨野暮の対。——人、無—— ⑩雨具

の一つ ⑫——に置けぬ人物 ⑭田舎出身者 ⑯上位の対 ⑰座

席。——ベルト 
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安保法制成立 10 年 

大軍拡で失うものは大 
 戦争国家づくりの法的基盤が安保法制であるなら、２２年末に岸田政権が 

閣議決定した「安保３文書」は戦争国家づくりの実践プログラムである。安保 

３文書により日本は２３年度から大軍拡に乗り出した。大軍拡によって国民生 

活は破壊され、国際的信頼は失われるのではないか。 

ＧＤＰ比５％？ 

 「安保３文書」はそれまでの「専守防衛」の方針をかなぐり捨てて、長射程ミサイルなど敵基地攻撃能力を保有し、５年

間で４３兆円という大軍拡に乗り出すもの。２７年度にはＧＤＰ比で軍事費２％をめざしている。２５年度予算で軍事費は

８.７兆円（米軍再編経費などを含む）だが、防衛費関連の他省庁の予算を含めると総額９.９兆円となり、既にＧＤＰ比で

１.８％に達している（４月、中谷防衛相発表）。ところがトランプ米政権は、日本に対しＧＤＰ比３.５％を要求。さらに６月に

北大西洋条約機構（ＮＡＴＯ）加盟国が米国の求めに応じてＧＤＰ比５％で合意したことから、レビット米大統領報道官

は、アジアの同盟諸国も同様にできるはずと表明したという。 

 軍事費がＧＤＰ比５％となると３１兆円。社会保障費を大幅に削るか、大増税しないことには実現不可能だ。だが、多く

の人が物価高騰で苦しむなか、消費税減税が求められている。また、高齢化が進むなか社会保障費の削減は許され

ず、むしろ拡充すべき状況である。また、２５年度の国債発行は２８兆円にのぼり歳入全体の４分の１を占め、借金頼みの

厳しい財政状況が続いている。 

 いくら米国言いなりの政権でも、この状況での大軍拡は正気の沙汰ではない。米国の法外な要求は拒否しなければな

らない。 

８０年前の誓い 

         何よりも忘れてならないのは、８０年前、敗戦時の世界との約束である。無条件降伏とともに、平和的・民

主的国家になることを勧告したポツダム宣言を日本政府が受諾したのである。これが日本国憲法に結実し、

世界に向けて平和主義、戦争放棄を誓った。 

         日本はいまだ戦後補償など戦争責任を十分に果たしていない。せめて平和主義の外交努力を貫き通す

べきだ。大軍拡はアジアの緊張を高めるだけである。 
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